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〔講義の目的〕 
 我が国の現在のエネルギー需要に占める原子力の割合は大きく、更に将来のエネルギー源として核融合
炉の研究も活発に行われている。原子力に関わる事象を的確に把握し理解することは、技術者、研究者に

とって必須の素養と考えられる。本講義ではこれらの素養の充実を目的とする。 

〔講義の概要〕 
 講義は原子力の原理から実用状況までの主要点について、具体的に事例を引用してわかりやすくする。

〔履修上の留意点〕 
 プリントを活用するノート講義になるので、注意して講義を聴くこと。 

〔到達目標〕 
 原子力発電の原理と原子力設備について理解し、安全性に関する知識を習得すること。 

〔評価方法〕 
 定期試験（80％）に加え、課題レポート（20％）を総合して評価する。 

〔教 科 書〕 
 なし。 
〔補助教材・参考書〕 
 プリント主体。 
 参考書：現代原子力工学（第２版）（オーム社） 
 

 〔関連科目〕 
 基礎理論としては、物理、化学などと関連が深い。 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 
自己 
評価＊

第１週 エネルギーと電力 エネルギーとしての原子力と電力の関わりについて概説する。
 
 
 

第 2週 
原子力開発の歴史と現

状 
原子力開発の歴史と現状について説明する。 

 
 
 

第 3週 原子核と核エネルギー 原子核物理について概説する。 
 
 
 

第 4週 放射能と放射線 放射線と物質との相互作用について説明する。 
 
 
 

第 5週 放射線の計測 放射線の計測方法について説明する。 
 
 
 

第 6週 核分裂と核融合 核反応について説明する。 
 
 
 

第 7週 原子炉の原理 原子炉の基本構造について説明する。 
 
 
 

第 8週 加圧水型原子力発電 加圧水型原子力発電の基本構成について説明する。 
 
 
 

第 9週 沸騰水型原子力発電 沸騰水型原子力発電の基本構成について説明する。 
 
 
 

第１0週 原子力発電所の設備 発電所の付帯設備について説明する。 
 
 
 

第１1週 計測・制御 原子力発電所における計測・制御技術について説明する。 
 
 
 

第１2週 放射線防護 放射線防護の考え方について説明する。 
 
 
 

第１3週 安全対策 原子力発電における安全対策について説明する。 
 
 
 

第１4週 核燃料サイクル 核燃料サイクルの現状について説明する。 
 
 
 

第１5週 まとめ まとめと今後の課題について説明する。 
 
 
 

        
         期末試験 
 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)   (達成)   (達成)    (達成) 
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